










































2000 年～2002 年調査：通称「危機言語調査」と呼ばれているもので複数の視点から 




 この調査では計 8 冊の調査票を使って 425 項目を調査した。基本的に、従来の調査で対
象にならなかった項目であり、全国的な分布の解明が期待されるものである。主として次
の 3 つの観点から項目を選定した。 
143
  ①『日本言語地図』の項目を直接的に補完する項目 
  ② 方言地理学的調査が遅れている分野の項目 












































































































○感動詞    話しかけの言葉、驚きの言葉、失敗したときの言葉、痛いときの言葉、
ののしりの言葉（以上、5 項目） 





















   １、頭に生えている毛を何と言いますか。 
    参考 アカマジ、アマジ、アンモ、オゴシ、カシラ、カシラガミ、カマチ、カミゲ、 
     カミスジ、カミヒゲ、カラジ、カンザシ、ガンタ、クシ、ケバ、コーズカ、 









  ａ．全国で広く使用されている方言形を選ぶ。具体的には、『日本方言大辞典』索引編 
   において、太字で示された語形（本編の見出し語形）で、2 つ以上の使用地域情報 
   が上がっているものを選定した。 
  ｂ．中央語史（文献に基づく）の上で使用された語形、いわゆる古語を選ぶ。具体的 
   には、いちいちの語史研究の成果を利用するとともに、2000 年以降の調査では、 













































































このうち、Ａ・Ｂ・Ｃの分野については、2009 年度に 2 冊の調査票（第 1 調査票 59 項






























この調査でも 2 冊の調査票を用意した。第 1 調査票 46 項目、第 2 調査票 44 項目、計
90 項目である。全体は次のように分類される。 


















































































































  1.1.受託の表現形式 
  1.2.受託時における謙遜表明の必要性＜追加＞ 
  1.3.受託の明言の必要性（⇔謙遜表現のみ） 
  1.4.拒否の表現形式 
  1.5.拒否時における理由説明の必要性＜追加＞ 
  1.6.拒否の明言の必要性（⇔理由表現のみ） 
２．依頼／受託／拒否／感謝：お金を借りる 
  2.1.依頼の表現形式 
  2.2.理由説明の必要性 
  2.3.恐縮表明の必要性 
  2.4.効果補強の必要性 
  2.5.感謝の表現形式 
  2.6.拒否への応答の表現形式 
  2.7.受託の表現形式 
  2.8.感謝への応答の表現形式 
  2.9.拒否の表現形式 
３．命令：静かにさせる 
４．勧め／受託／辞退：食事を勧める 
  4.1.勧めの表現形式 
  4.2.受託の表現形式 
  4.3.辞退の表現形式 
５．謝罪：粗相をわびる 
  5.1.謝罪の表現形式 
  5.2.謝罪への応答の表現形式 
６．依頼：道を尋ねる（中学生の男の子） 
  6.1.依頼行動の有無 
  6.2.依頼の表現形式 
  6.3.依頼の際の気遣い 
７．依頼：道を尋ねる（急ぎ足のサラリーマン） 
  7.1.依頼行動の有無 
  7.2.依頼の表現形式 
  7.3.依頼の際の気遣い 
８．要求：値切る 
  8.1.要求（値切り）行動の有無 
  8.2.要求（値切り）の表現形式 
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  10.1.拒否行動の有無 
  10.2.拒否の表現形式 
  10.3.拒否の際の気遣い 
１１．感謝：落し物を届けてもらう 
  11.1.感謝の表現形式（その場） 
  11.2.感謝行動の有無・種類（後日） 
  11.3.感謝の表現形式（後日） 
  11.4.感謝行動の内容（後日） 
１２．感謝：醤油さしを取ってもらう 
  12.1.配偶者への感謝 
  12.2.息子への感謝 
  12.3.娘への感謝 
  12.4.息子の嫁への感謝 
  12.5.娘の婿への感謝 
 
【第２調査票】 
１．話のつなぎ（会話の場への配慮） 
２．盛り上げ（会話の場への配慮） 
３．ボケ（会話の場への配慮） 
４．ツッコミ（会話の場への配慮） 
５．自分の失敗談（会話の場への配慮） 
６．水向け（会話の場への配慮） 
７．うなずき・あいづちなど（会話の場への配慮） 
８．譲歩（会話の場への配慮） 
９．予防線 
１０．冗談めかした非難 
１１．気まずさの解消＜謝罪・開き直り・言い逃れ・冗談・ボケ・知らない振りなど＞ 
１２．気まずさの解消＜指摘・ツッコミ・庇う・冗談・ボケ・知らない振りなど＞ 
１３．言い訳＜謝罪・質問・理由説明・うそ・冗談など＞ 
１４．意識的な褒め 
１５．深刻な事態への対応＜感謝・感情吐露・冗談＞ 
１６．婉曲的な依頼 
１７．間接的な注意 
１８．あいまいな返事 
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１９．お世辞 
２０．不快な事態への対応＜我慢・催促・うそ・婉曲的な催促・いやみなど＞ 
２１．好意の受託＜率直発言・恐縮・感謝・遠慮・辞退など＞ 
２２．祝儀の事情尋ね（私事への立ち入り） 
２３．行く先尋ね（私事への立ち入り） 
２４．行く先尋ねへの回答（私事への立ち入りへの対応） 
２５．不本意な結果への対応＜指摘・発見・予想外・なぐさめ・励まし・比較など＞ 
２６．不本意な結果への対応＜指摘・発見・予想外・落胆・負け惜しみ・比較など＞ 
２７．店員との会話＜会話回避･お世辞･冗談･うそ･正直発言･会話への付き合いなど＞ 
２８．しつけ＜諭し・自覚強要・周囲への配慮・脅し・期待持たせ・叱り・体罰など＞ 
２９．体面繕い＜小声・身体言語・実力行使など＞ 
３０．見知らぬ人への声掛け＜質問・挨拶・不接触など＞ 
３１．赤ちゃんへの声掛け＜直接・間接・身体接触・不接触など＞ 
３２．質問の前置き 
３３．お祝いへの返答＜感謝・苦労話・謙遜など＞ 
３４．謝意の方法＜電話・メール・手紙・品物など＞ 
 
４．おわりに 
 今回の報告は調査内容の紹介、および経過報告が中心となり、特に、後半の新しい分野
の取り組みについては解説が不十分であった。いずれ機会を得て詳しく説明したい。 
 今後の調査としては、表現意図を軸にしたさまざまな場面についての調査や、話術（言
語的技法）のバラエティに関する調査を充実させる必要があると思っている。今のところ、
一部の項目しか取り上げていないオノマトペについての全国調査も、近いうちに企画した
いと考えている。 
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